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　　100：85．

　　　　　　1，緒　書シ
昭和25年度本所事業計画に基き，昭和26年2月約3

濯間に亘り，鹿兇島縣大口金山の坑内における鉱床地質

の精査（縮尺1：300鉱床図の作製）を実施すると共に，・

地表地質の概査を行つた。こ』にその結果の概要を報告・

する。なお福岡支所井上秀雄技官は調査結果の整理を援

助した。調査に際し絡始援助を賜つた大口鉱業所広井所

長以下各從業員，ならびに地表地質調査に協力した池田

富男理学士に深く感謝の意を表する。

　　　　2．鉱区および鉱業権考
鉱山名　大口鉱山

　　　　　　　　　　　ヨ鉱山所在地　鹿見島縣伊佐郡大口町字牛尾

鉱業権者　　新鉱業開発株式会肚

　同本祉所在地、東京都中央区木挽町8め19

鉱種名　金銀鉱
鉱区番号　　鹿見島縣採登一No・70外9鉱区合計　　「

　　　　2，324，400圷
　　　　同試登：No．4081外14鉱区，合計

　　　　11，351，45G坪。

　　　　3．位置，交通および地形‘
　鉱山は山野線薩摩大口駅を距る茄方約7k砥鹿見島
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第i圃　大口鉱画位置交通圖
＊元鉱床部継鉱床部
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第2圖　大口鉱由附近地質圏および断面圃

縣伊佐郡大口町字牛尾にあり，同駅よりは季坦

なトラック道路を通じ，交通至便である。

鉱山の東方約6km附近は鹿見島，熊本両縣

の縣境をなし，標高800｛・900mの肥薩山脈が

連り，その支脈ば略々南西に延び，次第に高踵

を減じ，大口盆地に入る。鉱山は大口盆地の東

辺：部山麓に位し・探銘事務所（零号地並）の標

高248瓢である0

　　　　　4．沿　革
　大口鉱山の発見は詳かでなく，明治25年近藤

某が牛尾金山と称し第1号脈を操掘ならびに青

化製錬を行つた。昭和9年鯛生金山株式会肚が

大口金山と称し，第1号脈より2，600mの南向

立入を開馨，第2号脈より第9号脈の8脈に着

脈これにより昭和12年1日処理能力200tの

浮選青化製錬所を建設した。昭和15年の量隆・、

盛時代には，月約100kgの窟金があつたが，

昭和18年金山整備令により禦錬所の設備を撤

牧した。昭和19年帝國鉱業開発株式会肚，家い

で昭和24年現鉱業権者が経営し，今日に至る。

　　　　　5．地・質
　大口鉱山附近には火山岩類が広く分布し，盆

地周辺には第四紀暦が堆積する。下に暦序を示

す（第2図参照）。

第四期騒雛灘厚鞠蓋
　　　　　　　不整合

新第三期儲鞭諜・・講
　　　／（1）両輝破端

　これらの火山岩類は新第三期時代の熔岩で，

（一部岩株2）（1），（2），（3）の岩類の順家騰逐

　　　　　　　　　　　　　　　ノ次噴出した6火山活動の本源は東方縣境附近に

あるものの如く，西方大薩盆地に向つて緩く傾

斜する。洪積暦砂礫岩が火山岩類を不整合に覆

い，さらにその上に火山友の沈降が行われた。

次に各火山岩の特性を略記する。

　1）両輝石蜜山岩　1

　大口鉱山一帯の基盤を構成し，広い分布を占

め，黒色または暗緑色，緻密微晶質な岩石で，

鉱脈はこの岩石中に存在する。東方肥薩山脈寄

りには両輝石安山岩と同質礫岩および凝茨岩と

互暦する。

、2）　白色火山岩類

　球穎構邉o石英粗面岩は熔岩流であるが，こ

の外微晶質白色岩・斑晶質暗灰色岩が多く，こ
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鹿兇島大口鉱山金鉱床地質調査　（吉田善亮・大津秀夫）

れば石英粗面岩か，または安山岩質岩より，変質したもの
r
で
あ るか，野外の鋼定ほ困難で，目下顯微鏡的に研究中

である。また第3号脈西部のものは岩株欺の疑もあり，

熔岩洗か岩株状をなすものかは今後の地質精査に待つ。

以上の石英粗面岩および白色岩類と地質図には一括して

白色火山岩類に塗色した。白色火山岩類の厚さは木ノ民
戸
．
川
流
域 では20＾）40乃至150m内外，牛尾瓜流域では

100’》150mある0

　3）紫蘇輝石安山岩

　高熊山・鳶ノ藁山等の山頂を占め，径数mmの比較的

大きい斜長石斑晶を有し，紫蘇輝石・角閃石・普通輝石等

を含む暗黒色岩である◎

　　　　　　6．鉱　床
1）鑛床の概要
大口鉱山の鉱床は両輝石安山岩（変朽安山岩）の裂罐を

1充墳した浅成含金石英脈で，一i走向N40。～60。Eに牽る

大小9條の李行脈がある。最大の鉱脈は北側の第1号脈

で，中央部の第3号脈・南部の第7・第8号脈はこれに次

ぐ（第1表参照）。

第1表各鉱脈の走向，傾斜

鉱号
名

1
号脈

2
13

．4

5
6

、8

7

9

走向

N600E

N65◎E

N600E

N600E

N500E
N600E
N450E

N500E

N400E

傾斜

N600

N600

N500
～550
N80◎
N550

N700
S800

S800

走向
延長

　血
1，500

300

650

200

240

450

450

9QO’180

傾劉
延長

1n
240

40

120

80

50

100

、100

50

甲均
脹幅

　ゆ
不詳

0．6

1．0

0．5

0．6

0．7

0．7’

PO．3

摘　要

現在調査不能
（北側）

　〃

稼行中

一現在調査不能

　〃
　〃
稼行中

　〃
1稼行中止，入
坑可能（南側）

・鉱脈の構造は縞状構造・角礫構造・網状構邉等を呈す

る・鉱石は含自然金石英で・微量の輝銀鉱・黄鉄鉱・黄銅・

鉱輝安鉱・辰砂等の外，雄黄・Stibiconite（？）等を産す『

る。’脈石は玉髄質石英を主とし，ザラメ状石英・方解石・

氷長石等である。脈幅は李均0．5～1mあるが，約3m

になることがあるo

　第1号脈および第2・第6・第8の各脈の露頭は含金品、「

・位概して低い。他の鉱脈は第四紀暦，白色火山岩に覆わ

」れ露頭は認められな斗・0

　2）鑛脈と裂罐

　第1号脈の走向は：N600E．傾斜N600で，これに対

L，逐次南方の鉱脈は少し走向を変え，南部の第8・第7・

第9号脈の走向はN420～500E，傾斜S800戸》900を示

し，かつ両南方に位置的に少しづ瓦ずれている。

火山活動後の碑殻変動により，約30。～50？に交叉す

る2系統の裂罐群が生じ，浅熱水溶液がこの裂罐に沿つ

て上昇し，これらの裂罐充墨鉱脈ができたと考えられ，

鉱脈の走向はこの2系統め走向を示す。この最も顯著な

ものは第3号脈で，特に東富鉱部（第3図参照），附近で

は・略々N300EとN600Eの2i系統の走向ゑ持ち・ジ

クザク型に曲る。かつこの附近には数條の分枝脈があり・

何れも向様に：N30。Eと：N60。Eの2方向の走向を有

し，高品位の富鉱部を形成する◎

3）母岩の変質

両輝石安山岩は最も強く変質を受け，鉱脹を胚胎す

る。石英粗面岩は多少の変質作用を受け七いるが，石英

脈の発達は稀である。紫蘇輝石安山岩は全く変質を蒙ら

ない。変朽安山岩化・珪化・絹雲母化・粘土化の各作用等

の変質作用は一般に裂擁に沿つて行われ，この変質部の

破碑部に浩つて含金石英脈および粘土脈ができた◎両輝

石安山岩の構造が殆んど認められない程に変質した珪質

岩及び陶石檬岩等の角礫状の中山が鉱脈中に残存する。

節理に澹つても母岩の変質が行われるが，珪化作用及び

鉱脈は認められない0

4）富鑛部
母岩の変質・構造の歌態・脈石の種類等により弐の如き

個所に富鉱部が存する。

　（イ）鉱脈の両盤が著しぐ珪化され，鉱脈と母岩との

境界が明瞭な個所

　（ロ）鉱脈の両盤が変朽安山岩化および粘土化作用を

受け，淡緑色，粗霧な岩石に変質する個所

　（ハ）至髄質石英脈が暗友色縞状構造をなす場合，

　（二） 2系統の走向の鉱脈が落合う附近

　（ホ）白色火山岩が帽子岩の役目をなすその下盤の両

輝石安山岩との接触部附近

等の個所に富鉱部が存するが，次の場合には反対に低晶

位になる。

　（へ）鉱脈の石英がザラメ状な場合，方解石の多い脈，

粘土脈が鉱脈を網歌に切る場合

　（ト） 一般に5坑道地並（0坑より142m下部）で
は低品位になる0

　5）断層
　鉱脹生成以前の断暦は確認されなかつたが，鉱脈を切

断する数條の断暦が存在する◎第7・第8号脹には夫々

脈を切る落差20戸》30m，傾斜S85。の走向正断暦があ

り，また第7号脈を水甲に30’｝50m移動させる走向N

600E，傾斜NW30。の緩斜断暦がある。稀に小さい逆

断層も見られる◎次に調査した各脈の概要を記するo
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　　　　　　第3圏　第3號脈東富鉱部附送鉱床概要圖（第2坑地並）

第2一表　各鉱脈の富鉱部の李均品位，脈幅

第

3

号

脈

坑道

0
1
2

3

4

5

東　富　鉱　部、

走向延長1翻難
　　m　　80
　　111

｛李磯、ll

｛本鑛40　　　P下盤鑓90

西富銘部

魏撫
、．品14磐／t

　l
1．50301
1．6　25

儲｛18

｛i：1｛18

m

50

50・

90

90

m

1．3

1、3

1．5

1。4

平均
品位
gr／t

50

50

40

20

第
7
号
脈
。

第

8
号1

脈・

2
3
4
5

90

・190
120

90

01

1
2
3
4
5

0．9　70

0．8　40

0。9　15，

LOllO
80　0．41

50　0．9

8010．9

40　0．5
50iO．81

30U－
301－
20120
10　80
10　80、

＿i120
　1

0．8

0．9

0．8

0．8

30

15

10

5

10r（456）



鹿見島大口鉱山金鉱床地質調査・（吉田善亮・大津秀夫）

6）第3號脈

走向延長650m，傾斜N500飼550の鉱脈で，走向耳

300EとN6QOE、の2方向のt走向を持ち，N300E走向

の総延畏約550m，N60璽の総延長約100mある。こ〆

の2方向の走向が相交る附近に富鉱部（東富鉱部）が存

し，附近には数條の分枝脈がある。その中新下盤鑓は平

均品位130gr／t，最高2，000gr内外の縞駄高品位鉱を

産するoこの附近の母岩は一一般に箸しく珪化し，分枝脈べ

もN30。EとN600Eの2方向の走向を示す。

第3号脈の富鉱部はかなり採掘され・現在2坑・3坑地

並以上の残鉱採掘を主とする。5坑迄開発され驚が。3

坑以下は水没している。富鉱部は前記東富鉱部の外に西

富鉱部があり，両富鉱部の落しは西方に約35。に傾斜す

るQ

　白色火岩類が鉱脈の西部に分希し，上部坑道では西方

に緩籍するが，下部では岩株状をなす疑もある。しかし

3坑道，。4坑道西引立では両輝石安山岩（変朽安山岩）と

の問の境界は北酉方に急斜す為断面層で相接すると記錐

されており，果して熔岩流か岩株歌のものか，目下の資

料では確定しがたい。この境界面の下盤に接触する両輝

石安山岩（変朽安山岩）中に西富鉱部が存在する。一般

に鉱脹の膨縮甚だしぐ，品位は上部が良好で，’下部に向

い低下する傾向参あるQ東部の東押坑道では現在の所鉱

況は良好でない。

　7）第7号脈
　走向：N500E，傾斜S800，走向延長450鵜第3号脈

に次ぐ主要脈で，第3号脈に比べて変朽安山岩化作用お

よび粘土化作用が著しく，珪化作用は余り顯著でないo

鉱脈は概して粘土質石英脹の部分が多く，富鉱部は略々

中央に位し12坑より5坑に亘るが，5坑地並では品位

はかなり低下する。

　富鉱部の西部には数條の走向断暦が急傾斜で脈を切る

外，前記緩斜断暦がある。この緩斜断暦の西部の脈勢は

急に弱くなり，5’》10cmの細脈になる。なお西部には

走向：N800Eあ2～3條の細脈が分枝する。

　8）第8号賑
　鉱脈の性質，母岩の変質等ほ賂々第7号脈と同檬で・

東と西に富鉱部があり，それぞれ西方に約35。に傾斜す

る。東部と西部に落差20～30mの傾斜，S850の走向

断暦あり，脈を切る◎一蜘餉N45。Eであるが・局

部的に』N750Eの走向を持つことがあるo分枝脈の開発

されたものはない0

　9）第9号脈
　第7号脈Q南40《・50瓢を隔ててギ谷する最南：部の鉱

脈で，3第より5坑地並京で探鉱された。3坑では5《・

10cmの数條の平行脈よりなるが，下底の5坑ではや，』．

優勢になり，さらに下部に向つて富鉱部が存するものと

考えられる。この鉱脈もN400EとN700Eの両系統⑪
裂罐を充重眞した鉱脈である0

　　　　　　7．現　況
1）採掘
第3，、718の3鉱脈の3坑道以上の残鉱探掘，充墳探・

掘法を採用。粗鉱品位8gr／t以上のものを探掘対称と

する。

2）搬出，選鉱
操掘粗鉱→第2，第3堅坑捲揚機→坑外手選場→・手選¶

精塊湯鉱→自家用トラーック→薩摩大口駅→佐賀関製錬

所に費鉱。

3）施設、．
機械修理工場・鎗物仕上工場・製材所・診療所等の施設

がある。浮選青化製錬所復旧建設を計画中。、’

4）從業員
坑内夫92名，坑外夫98名，職員12名、合計202名。，

　5）採鉱状況
　第3・第7・第8号各脈の鑓掴探鉱を1坑・2坑道で行い

立入探鉱坑道どして第3号脈2坑道南向立入，第7号脈、

2坑道め第8号脈向立入等を掘進中。

　　　　　8．晶位および鉱量
　石英脈は1《・5gr／tの金を含み，富鉱部は10～2，000・

grノち通常20・》50gr／tの品位を有する◎含銀品位：含

金晶位は平均85：100であるo

　鉱量：省略する。

　　　　　　・9，生産量

　1）月産出鉱計画量

　精鉱630t，ギ均晶位Au18．5gr／t，含金量11kg655

　2）生産実績額（手選精鉱）・

年度
　　1
精鉱量i金品位

’昼召渥…擁20年

　21
　22
　23
　24
　25（上牛期）

　t
5，409

5，708

6，632

6，911

7，543

3，740

gr／t

14．3

13．7

14．4

15．7

16．8

17．8

含金量銀品位
も　1
　kg
77．494

78．217

93．733

108．774

126．443

66．682

含銀量
含金量1

含銀量1

gr／t　kg
12．5　　　67．365

12．3　　　70．305

12．9　　　85．621

12．5　、　86。112

13．7　　103。546

／　　／

87

89

91

80

82

／

　　　　10．探鉱に関する意見
1）第3号脈東富鉱部附近の分枝脈の探鉱0

2）第3号脈の西部に発達する白色火山岩の下盤の両ll

輝石安山岩の接触部附近の探鉱。

3）地質精査

11一（457）、
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　4）白色火山岩の下盤の両輝石安山岩中に富鉱部が存

一することは從来の実績の示す所であり7新鉱床賦存地帯

として第9号脈の西南方地域，第1号脈の北側地域に探

・1査を進めること0

　　　　　　11．、1総［括
　1）大肖鉱山附近の地質は主に両輝石安山岩・白色火

山岩・斑状紫蘇輝石安山岩の順序に盗流した新第三期の

㌦も熔岩（一部岩株）よりなる0

　2）鉱床は両輝石安山岩（変朽安山岩）中の浅成裂罐

”充蚤含金石英脈で，N40◎｛・60。E走向の9條の平行鉱脈

、がある。

　3）第3号脈およびぞの枝脈は，：N30。EどN600E

め2方向の裂罐系に滑つてできた鉱脹で，両系の落合う

肴附近に富鉱部が存する。

　4）一般に上部が高品位で，富鉱部の高低差は約140

颯である0
5）白色火山岩は帽子岩（cap　rock）の役目をなすも

のと考えられ，その下部の変朽安山岩との接触部附近の』

変朽安山岩中に富鉱部がある。

6）鉱脈は縞歌構造・角礫駅構造・網歌構造等をなし．

鉱石は自然傘・輝銀鉱・微量の黄鉄鉱・黄銅鉱・輝安鉱・

S㌻ibionitQ（？）・辰砂・雄黄等よりなり，脈石は石英の外

方解石・永長石等よりなる。

7）含金品位1’》2，000gr／t，平均10《・50gr／to

Au：　Ag＝100：85

　　　　　　丈　 献

1）池田富雄：大口鉱山附近の地質鉱床，九大進論，

　口召禾021年．

2）山本敬：大口鉱山ス地質および鉱床（予報）ぞ地質

　学雑誌，昭和25年．

553．57：550．8（521．75）：622．1

丹波地域の燈材珪石　各説その一　市島酒梨地匠

岩生 周一㌦「安斎　俊男鞘・岡野　武雄繍

R6sum6

二Refractory　Brickl　SiIic我Stone　Deposits

　in●the　Tanba　District　Ichijim撫

　　　　　S紐nase　Are我　、

by

　　　S．Iwao，T。Ansai＆T．Okano

　　亙n　this　report，the　description　is　con五箪ed

”to　the　deposits　of　the　Ichijima－Sanase　area，

びthe　most　typical　ones　with　low　angle孟ncli一

』nation．Schematiσand　partial　detailed　geo・

10gic　maps　ar6also　presented．

　　　　　　工特　徴
　1開発の歴粟が丹波地域で最も古く（約40年聞），現

・1在に至る迄李均最も良質の鉱石を産出し続けている。ま

’た産額と出鉱品質の変化が坪較的少い◎

　2鉱床の構造は標式的な横臥型を示し，断暦のため

・に稽々複雑である。

’3鉱石は我國において最も標式的なものが多く，い

箒わゆる丹波「特級」の壼地として有名であるo

＊鉱床部非金薦課畏　怒鉱床部

，4鉱床の開発は既に露天掘りの段階を過、ぎ，坑道掘

りを主とし，特に酒梨においては新たな鉱体を坑内に求

めて開発を続行せねばならぬ状態にある◎

5　國鉄市島駅に近く，搬出の便は丹波地域中で最も

恵まれている0

6鉱床の開発が進んでいるので，鉱床の駄態を知る

のに好都合である。

　　　　2．地質構造と鉱床の分布

1．秩父古生暦は幾つかの局部的の向斜構造および背

斜構造を俘うが，大局的には第1図に示すよ、うにNW

’》SE方向の軸を持つ緩い向斜構造を呈して“る。

2．市島地区においては図示するような二，三の小断

暦が推定される。

3．見掛上の暦序は総読において述べた通りであつ

て，酒梨鉱床群においてこの関係は明瞭である。市島鉱

床群が酒梨鉱床群と正確に同一の層位にあるものかどう

か明らかでないが，略々，同一であろう事は鉱床群の上下

盤の岩相の種類から見て推定可能である。酒梨鉱床群の

上位にある白色チャート暦は常に顯著な白崖を形作…り，

key　bedとなる。また，鉱床群の下盤に沿つて黒色千枚

岩が発達する。

4．酒梨鉱床群は赤チャート暦に相俘つて産し，しか・』
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